
実　技　試　験

☆☆☆解答に当たっての注意事項☆☆☆

・ 問題数は４０問、解答はすべて記述式です。

・ 択一問題の場合、選択肢の中から正解と思われるものを１つ選んでください。

・ 語群選択問題の場合、語群の中からそれぞれの空欄にあてはまると思われる

語句・数値を選び、語群に記されたとおりに解答用紙の所定の欄に記入して

ください。また、語群の語句・数値にそれぞれ番号が付してある場合は、そ

の番号のみを記入してください。

・ 語群のない問題の場合、指示に従い解答用紙の所定の欄に直接正解と思われ

る語句・数値・記号を記入してください。

・ 試験問題については、特に指示のない限り、平成２５年４月１日現在施行の

法令等に基づいて、解答してください（復興特別法人税・復興特別所得税・

個人住民税の均等割加算も考慮するものとします）。なお、東日本大震災の被

災者等に係る国税・地方税関係の臨時特例等の各種特例については考慮しな

いものとします。

・ 解答は楷書、算用数字（１、２、３…）ではっきりと正しく記入してくださ

い（誤字・脱字・略字は不可）。

・ 計算問題については、計算結果を解答として所定の欄に記入してください。

その際、解答用紙に記載されている単位を使用し、漢字や小数点、上付き数

字を使用しないでください。正しく記入されなかった場合、採点されません

のでご注意ください。なお、カンマのあり・なしについては採点には影響し

ません。

［例１］解答用紙に記載の単位「万円」の場合

可の例：105万円／不可の例：1,050,000円

［例２］解答用紙に記載の単位「円」の場合

可の例：1,005,000円／不可の例：100万5,000円、100.5万円、100.5万円
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【第１問】下記の（問１）、（問２）について解答しなさい。

問１

　ファイナンシャル・プランニングの６つのステップにおける第１ステップ「顧客との関係確立とその

明確化」において、ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）が顧客との信頼関係を築く

うえで、最も不適切な行為はどれか。

１．顧客にＦＰの経歴や保有資格を説明すること。

２．ファイナンシャル・プランニング業務の具体的な契約内容とその報酬体系を明示すること。

３．顧客の依頼内容とＦＰの専門分野や実務経験が適合しているかを確認すること。

４．顧客のファイナンシャル・プランニングに対する責任をＦＰが一手に引き受けると約束すること。

問２

　「金融商品の販売等に関する法律（金融商品販売法）」に関する次の（ア）～（エ）の記述について、

適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記入しなさい。

（ア）定期預金、国債、生命保険、外国為替証拠金取引は、いずれも金融商品販売法の適用対象となる

金融商品と定められている。

（イ）金融商品販売法による保護の対象について、個人はすべての者が対象となるが、法人はすべて対

象外と定められている。

（ウ）金融商品販売業者が重要事項の説明義務を怠り、その結果顧客に損害が生じた場合には、金融商

品販売業者は損害賠償責任を負わなければならないと定められている。

（エ）顧客から当該金融商品についての重要事項の説明は不要であるとの申出があった場合には、金融

商品販売業者は重要事項の説明を行わなくてよいと定められている。
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【第２問】下記の（問３）～（問６）について解答しなさい。

問３

　各種経済指標について説明した下表の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わせとして、正し

いものはどれか。

経済指標 内容

（　ア　）

四半期ごとに行われる調査であり、各企業に対して、アンケート形式により直接

業況感を確認する点が特徴である。算出された業況判断ＤＩにより、経営者の景

況感を判断することができる。

（　イ　）

全国の世帯が購入する家計に係る財およびサービスの価格等を総合した物価の変

動を時系列で測定するものであり、「全国」と「東京都区部」の２種類の指数が発

表される。調査結果は各種経済施策や年金額の改定などに利用される。

１．（ア）日銀短観　　　　　　　（イ）消費者物価指数

２．（ア）日銀短観　　　　　　　（イ）景気動向指数

３．（ア）景気ウォッチャー調査　（イ）消費者物価指数

４．（ア）景気ウォッチャー調査　（イ）景気動向指数

問４

　下記＜資料＞に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値または語句の組み合わせとして、

正しいものはどれか。なお、（ア）の解答に当たっては、小数点以下第３位を四捨五入すること。

＜資料＞

Ａ株式会社 Ｂ株式会社

株価（円） ４,３００ １０,０００

１株当たり配当金（円） ９０ ２６０

１株当たり純資産（円） ４,２００ ４,８００

１株当たり利益（円） ３６０ １,０００

・ Ａ株式会社におけるＰＥＲ（株価収益率）は、（　ア　）倍である。

・ Ａ株式会社とＢ株式会社のうち、企業の資産価値を基準とした場合に、より株価が割安な企業

と考えられるのは、（　イ　）株式会社である。

１．（ア）１１.９４　（イ）Ａ

２．（ア）１１.９４　（イ）Ｂ

３．（ア）１１.６７　（イ）Ａ

４．（ア）１１.６７　（イ）Ｂ
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問５

　下記＜資料＞の普通社債（新規発行）に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

＜資料／社債発行目論見書の一部＞

［ＭＰ株式会社普通社債］

発行価格：額面１００円につき金１００円　　表面利率：年０.８６％（税引前）

利払日　：毎年３月２７日、９月２７日 申込期間：平成２５年９月１８日～９月２６日

払込期日：平成２５年９月２７日 経過利子の調整額：なし

償還日　：平成３０年９月２７日 償還金額：額面１００円につき金１００円

取得格付：ＢＢＢ（指定格付機関による） 引受会社：ＭＱ証券株式会社

１．この社債を償還日前に換金する場合、受渡代金の計算基準となる債券価格は、その時の市場金利や

ＭＰ株式会社の財務状況等の影響を受ける。

２．格付けＢＢＢのこの社債は、通常、投機的債券と呼ばれる。

３．万一、ＭＰ株式会社が額面分の金額を投資家に償還できない場合には、代わりにＭＱ証券株式会社

が投資家に額面金額の償還をすることを保証している。

４．この社債を額面１００万円分保有する投資家が利払日に受け取る１回分の税引前利子は８,６００

円である。
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問６

　下記＜資料＞のとおり、Ａの時点において１００万円で購入した株式が、Ｂの時点で買値より３０％

値下がりしてＸ万円となった。この株価が将来のＣの時点で投資元本の１００万円を回復するには、Ｘ

万円に対して何％値上がりすればよいか。なお、計算結果については、％表示単位の小数点以下第２位

を四捨五入すること。また、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと（解答用紙

に記載されているマス目に数値を記入すること）。

＜資料＞

（株価）

１００万円

Ｘ万円

Ａ Ｂ Ｃ
（時点）

▲３０％
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【第３問】下記の（問７）～（問１０）について解答しなさい。

問７

　下記＜資料＞は、中古マンションについての新聞の折込み広告の例である。この広告の内容に関する

次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

＜資料＞

 売マンション 　　眺望、住環境良好！

【物件概要】

所在地 ：東京都○○市◇◇３丁目

交通 ：○○線△△駅から徒歩１０分

用途地域 ：第二種中高層住居専用地域

販売価格 ：２,２８０万円（消費税込み）

階／階建て ：７階／８階

専有面積 ：６０.２２ｍ2

バルコニー面積 ：７.９８ｍ2

管理費（月額） ：１１,０００円

修繕積立金（月額）：８,２５０円

間取り ：２ＬＤＫ

構造 ：鉄筋コンクリート造８階建

築年月 ：平成１０年６月

総戸数 ：８０戸

設備 ：都市ガス・公営水道・本下水

現況 ：居住中

取引態様 ：専属専任媒介

１．○○線△△駅から物件までの道路距離は、７２０ｍ超８００ｍ以下である。

２．このマンションがある用途地域内には、建築基準法上、小学校や中学校を建築することができる。

３．一般に、マンション広告等の表記として用いられる専有面積は壁芯面積であるが、これはマンショ

ンの専有部分の登記簿上の面積よりも小さい。

４．この物件を購入する場合、通常、宅地建物取引業者に媒介業務に係る報酬（仲介手数料）を支払う。
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問８

　建築基準法に従い下記＜資料＞の土地に耐火建築物を建てる場合、建築面積の最高限度（ア）と延べ

面積の最高限度（イ）の組み合わせとして、正しいものはどれか。なお、記載のない条件については一

切考慮しないこと。

＜資料＞

（１８０ｍ2）

１５ｍ

１２ｍ

・ 第一種住居地域

・ 防火地域

・ 建ぺい率　　　６／１０

・ 容積率　　　１５／１０

・ 前面道路の幅員に対する

　 法定乗数　　　４／１０

４ｍ道路

１．（ア）１０８ｍ2　（イ）２７０ｍ2

２．（ア）１０８ｍ2　（イ）２８８ｍ2

３．（ア）１２６ｍ2　（イ）２７０ｍ2

４．（ア）１２６ｍ2　（イ）２８８ｍ2



－8－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

問９

　個人の不動産の有効活用等における所得計算と資金収支計算に関する次の記述の空欄（ア）～（エ）

にあてはまる語句の組み合わせとして、正しいものはどれか。

＜所得計算の考え方（税引前)＞

収入金額－｛必要経費（支出を伴うもの）＋（　ア　）｝＝不動産所得

＜資金収支計算の考え方（税引前)＞

経常的収入－｛経常的支出＋（　イ　）｝＝剰余金

所得計算上の必要経費には、支出を伴うもののほか、支出を伴わない経費として（　ア　）が含ま

れる。一方、資金収支計算上、支出金額となるのが（　イ　）である。なお、所得に対する所得税

および住民税は、所得計算上の必要経費と（　ウ　）が、資金収支計算上は支出金額と（　エ　）。

１．（ア）減価償却費　　　　（イ）借入金元本返済額　（ウ）なる　　　（エ）ならない

２．（ア）減価償却費　　　　（イ）借入金元本返済額　（ウ）ならない　（エ）なる

３．（ア）借入金元本返済額　（イ）減価償却費　　　　（ウ）なる　　　（エ）ならない

４．（ア）借入金元本返済額　（イ）減価償却費　　　　（ウ）ならない　（エ）なる

問１０

　不動産の売買や賃貸に係る次の（ア）～（エ）の取引に係る対価について、消費税の課税対象となる

ものには○、課税対象とならないものには×を解答欄に記入しなさい。

（ア）地面が舗装されフェンスが整備された駐車場の月極の利用料

（イ）個人が居住用として３０年以上にわたり借りている土地の地代

（ウ）個人が居住用として借りているアパートの家賃

（エ）売主である宅地建物取引業者に支払う土地の譲渡代金
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【第４問】下記の（問１１）～（問１４）について解答しなさい。

問１１

　安藤隆さん（３８歳）が保険契約者（保険料負担者）および被保険者として加入している生命保険（下

記＜資料＞参照）の保障内容等に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値を解答欄に記

入しなさい。なお、保険契約は有効に継続し、かつ特約は自動更新しているものとし、隆さんはこれま

でに＜資料＞の保険から保険金・給付金を一度も受け取っていないものとする。また、各々の記述はそ

れぞれ独立した問題であり、相互に影響を与えないものとする。

＜資料／保険証券１＞

定期保険特約付終身保険 保険証券記号番号　××－××××××

保険契約者 安藤　隆　様

被保険者
安藤　隆　様

昭和５０年７月１３日生　男性

保険契約者印

◯安藤

受取人
死亡保険金

安藤　真弓　様（妻）

受取割合

１０割

◇契約日

平成１２年７月１日

◇主契約の保険期間

終身

◇主契約の保険料払込期間

３５年間

◇特約の保険期間

１０年

（８０歳まで自動更新）

◇ご契約内容 ◇お払い込みいただく合計保険料

毎回　　　　××××円

［保険料払込方式］

月払い

終身保険金額（主契約保険金額） １５０万円

定期保険特約保険金額 ２,５００万円

三大疾病保障定期保険特約保険金額 ３００万円

傷害特約保険金額 ３００万円

災害入院特約　　　　入院５日目から 日額　５,０００円

疾病入院特約　　　　入院５日目から 日額　５,０００円

（＊約款所定の手術を受けた場合、手術の種類に応じて入院給付金日

額の１０倍・２０倍・４０倍の手術給付金を支払います。）

生活習慣病入院特約　入院５日目から 日額　５,０００円
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＜資料／保険証券２＞

終身ガン保険 保険証券記号番号　○○－○○○○○　

保険契約者 安藤　隆　様

被保険者
安藤　隆　様

昭和５０年７月１３日生　男性

保険契約者印

◯安藤

受取人
給付金　被保険者　様

死亡給付金　安藤　真弓　様（妻）

受取割合

１０割

◇契約日

平成１７年２月１日

◇主契約の保険期間

終身

◇主契約の保険料払込期間

終身

◇ご契約内容 ◇お払い込みいただく合計保険料

毎回　　　△△△△円ガン診断給付金 初めてガンと診断されたとき １００万円

ガン入院給付金 １日目から 日額　１万円

ガン手術給付金 １回につき ２０万円

死亡給付金 ガンによる死亡 ２０万円

死亡給付金 ガン以外による死亡 １０万円

［保険料払込方式］

月払い

隆さんが現時点（３８歳）で、

・ 交通事故で即死した場合、保険会社から支払われる保険金・給付金の合計は（　ア　）万円で

ある。

・ 肺炎で２０日間入院した場合（手術は受けていない）、保険会社から支払われる保険金・給付金

の合計は（　イ　）万円である。

・ 大腸ガン（悪性新生物）で２８日間入院し、給付倍率４０倍の手術（１回）を受けた場合、保

険会社から支払われる保険金・給付金の合計は（　ウ　）万円である。
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問１２

　木内俊行さんが銀行の窓口で契約した下記＜資料＞の個人年金保険に関する次の（ア）～（ウ）の記

述について、正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。なお、保険料負担者

は木内俊行さんである。

＜資料＞保険証券（一部抜粋）

■個人年金保険

保険契約者：木内　俊行　様

被保険者　：木内　俊行　様

（契約年齢　２５歳）

年金受取人：木内　俊行　様

死亡給付金受取人：木内　彰子　様（妻）

　

契約日：平成２５年２月１日

保険料払込期間：６０歳払込満了

保険料：５,８２３円（月払い）

＊税制適格特約付加

◆ご契約内容

基本年金額：３０万円（６０歳年金支払開始・１０年確定年金）

（ア）毎年支払う保険料は、個人年金保険料控除の対象となる。

（イ）契約先の保険会社が破綻した場合には、この保険については預金保険機構による保護の対象とな

る。

（ウ）俊行さんが毎年受け取る年金に係る所得は、所得税（雑所得）の課税対象となる。
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問１３

　下記の生命保険契約について、保険金・給付金が支払われた場合の課税に関する次の記述の空欄（ア）

～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語

句を何度選んでもよいこととする。

＜生命保険の加入状況＞

保険種類
保険料

払込方法

保険契約者

（保険料負担者）
被保険者

死亡保険金

受取人

満期学資金

受取人

契約Ａ 終身保険 月払い 夫 夫 子 －

契約Ｂ 医療保険 月払い 妻 妻 夫 －

契約Ｃ 学資保険 年払い 夫 子 夫 夫

・ 契約Ａについて、子が受け取った死亡保険金は（　ア　）となる。

・ 契約Ｂについて、妻が受け取った入院給付金は（　イ　）となる。

・ 契約Ｃについて、夫が受け取った満期学資金は（　ウ　）となる。

＜語群＞

１．相続税の課税対象　　　　　　　　　　　２．贈与税の課税対象

３．所得税（一時所得）の課税対象　　　　　４．所得税（雑所得）の課税対象

５．所得税（源泉分離課税）の課税対象　　　６．非課税

問１４

　自動車損害賠償責任保険（以下「自賠責保険」という）に関する次の（ア）～（エ）の記述について、

適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記入しなさい。

（ア）自賠責保険は、原動機付き自転車を除くすべての自動車に加入が義務付けられている。

（イ）自賠責保険の被保険者は、自動車の保有者と運転者である。

（ウ）死亡事故の場合、自賠責保険から支払われる保険金の支払限度額は、死亡による損害に対しては

被害者１人当たり３,０００万円、死亡に至るまでの傷害による損害に対しては被害者１人当た

り１２０万円となっている。

（エ）自賠責保険の保険料は、取り扱う損害保険会社や共済組合によって異なる。



－14－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

【第５問】下記の（問１５）～（問１７）について解答しなさい。

問１５

　野村和代さん（４５歳）の平成２４年分の収入は、下記のとおりである。平成２４年分の野村和代さ

んの総所得金額として、正しいものはどれか。

＜収入＞

内容 金額

給与収入 １８０万円

年金収入（遺族年金） １８０万円

＜給与所得控除額の速算表（一部抜粋)＞

給与等の収入金額 給与所得控除額

１６２.５万円　以下 　　　　　　　　　　６５万円

１６２.５万円　超 １８０万円　以下 収入金額×４０％　　　　　　

１８０万円　超 ３６０万円　以下 収入金額×３０％＋　１８万円

３６０万円　超 ６６０万円　以下 収入金額×２０％＋　５４万円

６６０万円　超 １,０００万円　以下 収入金額×１０％＋１２０万円

１．　１０８万円

２．　１８０万円

３．　２８８万円

４．　３６０万円
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問１６

　藤原誠司さんは、妻と子ども２人との４人暮らしである。誠司さんの平成２５年分の所得税を計算す

る際の所得控除に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番

号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語句を何度選んでもよいこととする。

＜資料＞

氏名 続柄 年齢 職業 平成２５年中の収入

藤原　誠司 本人（世帯主） ４９歳 会社員 給与収入５２０万円

　　　澄子 妻 ４８歳 パート 給与収入　６５万円

　　　和臣 長男 ２０歳 大学生 収入なし

　　　美和 長女 １５歳 中学生 収入なし

（注１）平成２５年１２月３１日時点のデータである。

（注２）障害者または特別障害者に該当する者はなく、全員藤原誠司さんと同居し、生計を一にしてい

る。

藤原誠司さんの所得控除のうち、配偶者控除は（　ア　）であり、長男の扶養控除は（　イ　）、

長女の扶養控除は（　ウ　）である。

＜語群＞

１．　０（ゼロ）　　　２．　３８万円　　　３．　４２万円　　　４．　６３万円

５．　７６万円　　　　６．　７８万円　　　７．　８２万円

問１７

　個人住民税（所得割）に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．給与所得に係る個人住民税の税額は、前年分の所得金額に基づいて計算される。

２．個人住民税にも所得税と同様に所得控除があり、個人住民税の基礎控除額は３８万円である。

３．給与所得者の場合は、原則として特別徴収の方法により、給与所得に係る個人住民税額が６月から

翌年５月までの１２回に分割され、毎月の給与から徴収される。

４．平成２５年度の個人住民税は、平成２５年の途中で転居しても、平成２５年１月１日現在の住所地

の市町村に対して納付することとなる。



－16－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

【第６問】下記の（問１８）～（問２１）について解答しなさい。

問１８

　下記＜資料＞の布施修一さんの相続における手続き等に関する次の記述のうち、最も適切なものはど

れか。

＜資料＞

・ 布施修一さんの相続人は次のとおりである。

 布施修一（被相続人） 妻

長男 二男

（平成２５年７月１０日死亡）

１．修一さんの相続人のうち１人でも限定承認をする場合、相続の開始があったことを知った時から３

ヵ月以内に、単独で家庭裁判所に対してその旨の申述をすればよい。

２．修一さんの相続人のうち１人でも相続放棄をする場合、相続の開始があったことを知った時から３

ヵ月以内に、相続人全員が家庭裁判所に対してその旨の申述をしなければならない。

３．修一さんの相続人に相続税の申告義務がある場合、相続の開始があったことを知った日の翌日から

１２ヵ月以内に申告書を提出すればよい。

４．修一さんに平成２５年分の所得税の申告義務がある場合、修一さんの相続人は、相続の開始があっ

たことを知った日の翌日から４ヵ月以内に準確定申告書を提出しなければならない。
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問１９

　下記＜資料＞の宅地（貸家建付地）について路線価方式により相続税評価を行った場合、相続税評価

額の計算式として、正しいものはどれか。

＜資料＞

３００ｍ
2

［借地権割合］

記号 借地権割合

Ａ ９０％

Ｂ ８０％

Ｃ ７０％

Ｄ ６０％

Ｅ ５０％

Ｆ ４０％

Ｇ ３０％

１５ｍ

２０ｍ

２００Ｃ

注１：奥行価格補正率１４ｍ以上１６ｍ未満　１.００

注２：借家権割合　３０％

注３：この宅地には宅地の所有者の賃貸マンションが建っていて、現在満室（すべて賃貸中）とな

っている。

注４：その他の記載のない条件は考慮しないこと。

１．　２００,０００円×１.００×３００ｍ2

２．　２００,０００円×１.００×３００ｍ2×７０％

３．　２００,０００円×１.００×３００ｍ2×（１－７０％）

４．　２００,０００円×１.００×３００ｍ2×（１－７０％×３０％×１００％）



－18－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

問２０

　下記の相続事例（平成２５年３月２３日相続開始）に基づき、相続税の課税価格の合計額を計算しな

さい。なお、記載のない条件については一切考慮しないこと。また、解答に当たっては、解答用紙に記

載されている単位に従うこと。

＜課税価格の合計額を算出するための財産等の相続税評価額＞

土地　　　　　　　：３,５００万円（小規模宅地等の評価減特例適用後：７００万円）

建物　　　　　　　：２,０００万円

現預金　　　　　　：３,０００万円

死亡保険金　　　　：２,０００万円（生命保険金等の非課税限度額控除前）

債務および葬式費用：　 ５００万円

＜相続人関係図＞

 被相続人

 長男

 長女

 二女

 配偶者

※小規模宅地等の評価減特例の適用対象となる要件はすべて満たしており、その適用を受けるもの

とする。

※死亡保険金は配偶者が受け取っている。

※すべての相続人は、相続により財産を取得しており、相続開始前３年以内に被相続人からの贈与

により取得した財産はない。

※相続時精算課税制度を選択した相続人はなく、相続を放棄した者もいない。
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問２１

　関さんは、住宅の取得に当たり、ＦＰで税理士の妹尾さんに「直系尊属から住宅取得等資金の贈与を

受けた場合の贈与税の非課税」について質問をした。下記の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な数値また

は語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。

関さん　：「はじめての住宅の取得に当たって、親から贈与を受けることを検討しています。『直系

尊属から住宅取得等資金の贈与を受けた場合の贈与税の非課税』を利用した場合、いく

らまで贈与税がかからないのですか。」

妹尾さん：「平成２５年に贈与を受ける場合には、受贈者ごとに、省エネ等住宅（※）は１,２００

万円まで、それ以外の住宅は（　ア　）万円まで非課税で贈与を受けることができます。」

関さん　：「この制度による贈与を受けた場合、その年に１１０万円の基礎控除を受けることはで

きますか。」

妹尾さん：「同じ年に、暦年課税における１１０万円の基礎控除を受けることは（　イ　）です。」

関さん　：「贈与を受ける際に、気を付けることはありますか。」

妹尾さん：「例えば、『贈与を受けた年の翌年（　ウ　）までにその家屋に居住することまたは同日

後遅滞なくその家屋に居住することが確実であると見込まれること』などの要件があり

ますので注意が必要です。」

※「省エネ等住宅」とは、省エネ等基準に適合する住宅用の家屋であることにつき、住宅性能証明

書等を贈与税の申告書に添付することにより証明がされたものをいう。

＜語群＞

１．　５００　　　　　２．　７００　　　　　３．　１,０００

４．可能　　　　　　　５．不可能

６．　３月１５日　　　７．　３月３１日　　　８．　１２月３１日



－20－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

【第７問】下記の（問２２）～（問２４）について解答しなさい。

＜鶴見家の家族データ＞

氏名 続柄 生年月日 備考

鶴見　健信　 本人 昭和５５年　６月２５日 会社員

　　　美雪　 妻 昭和５６年１０月１１日 主婦（パート）

　　　絵梨香 長女 平成１８年１１月３０日 小学生

＜鶴見家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円）

経過年数　 現在 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

西暦（年） ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８

平成（年） ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

鶴見　健信　 本人 ３３ ３４ ３５ ３６ ３７ ３８

　　　美雪　 妻 ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ ３７
家族構成

／年齢
　　　絵梨香 長女 　７ 　８ 　９ １０ １１ １２

ライフイベント

変動率

長女

小学校

入学

住宅購入
車の

買替え

給与収入（夫） １％ ５５７ ５６３ ５６８ ５７４ ５８０ ５８５

給与収入（妻） － １００ １００ １００ １００ １００ １００収
入

収入合計 － ６５７ ６６３ ６６８ ６７４ ６８０ ６８５

基本生活費 ２％ ３８７ （　ア　）

住居費 － ９６ ９６ ９６ １２０ １２０ １２０

保険料 － ４２ ４２ ４２ ３８ ３８ ３８

一時的支出 － ２０ ８３０ ３００

その他支出 １％ １０ １０ １０ １０ １０ １１

支
出

支出合計 － ５５５ ５４３

年間収支 － １０２ １２０

金融資産残高 １％ ７４０ （　イ　）

※家族の年齢は、各年１２月３１日現在のものとし、平成２５年を基準年とする。

※記載されている数値は正しいものとする。

※問題作成の都合上、一部空欄にしてある。



－21－ ２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

問２２

　鶴見家のキャッシュフロー表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キ

ャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、

解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

問２３

　鶴見家のキャッシュフロー表の空欄（イ）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キ

ャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、

解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

問２４

　鶴見さんは、平成２８年に住宅を購入したいと考えているが、今後の金利上昇が気がかりである。そ

こで、ローン金利の違いが借入可能額に与える影響についてＦＰの落合さんに試算を依頼した。下記＜資

料１＞に基づき、ローン金利が年２.５％から年３.５％に上昇した場合に借入可能額がいくら減少する

かを計算しなさい。なお、計算に当たっては＜資料２＞を使用し、解答に当たっては正の整数で解答す

ること（解答用紙に記載されている単位に従うこと）。

＜資料１＞

［鶴見さんの住宅取得プラン］

・ 平成２８年に購入およびローン返済開始

・ 毎月の返済額は１０万円とする

・ 返済期間２５年、全期間固定金利、元利均等返済、ボーナス返済なし

＜資料２＞

［借入可能額早見表］

（返済期間２５年、全期間固定金利、元利均等返済、ボーナス返済なしの場合）

（単位：万円）

毎月返済可能額

ローン金利（年）

８万円 ９万円 １０万円 １１万円

２.０％ １,８８７ ２,１２３ ２,３５９ ２,５９５

２.５％ １,７８３ ２,００６ ２,２２９ ２,４５１

３.０％ １,６８６ １,８９７ ２,１０８ ２,３１９

３.５％ １,５９７ １,７９７ １,９９７ ２,１９７

※早見表に記載されている数値は正しいものとする。



－22－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

【第８問】下記の（問２５）～（問２７）について解答しなさい。

＜設例＞

下記の係数早見表を乗算で使用し、各問について計算しなさい。なお、税金は一切考慮しないこと

とする。また、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする。

［係数早見表（年利１.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０１０ ０.９９０ １.０００ １.０１０ １.０００ ０.９９０

２年 １.０２０ ０.９８０ ０.４９８ ０.５０８ ２.０１０ １.９７０

３年 １.０３０ ０.９７１ ０.３３０ ０.３４０ ３.０３０ ２.９４１

４年 １.０４１ ０.９６１ ０.２４６ ０.２５６ ４.０６０ ３.９０２

５年 １.０５１ ０.９５１ ０.１９６ ０.２０６ ５.１０１ ４.８５３

６年 １.０６２ ０.９４２ ０.１６３ ０.１７３ ６.１５２ ５.７９５

７年 １.０７２ ０.９３３ ０.１３９ ０.１４９ ７.２１４ ６.７２８

８年 １.０８３ ０.９２３ ０.１２１ ０.１３１ ８.２８６ ７.６５２

９年 １.０９４ ０.９１４ ０.１０７ ０.１１７ ９.３６９ ８.５６６

１０年 １.１０５ ０.９０５ ０.０９６ ０.１０６ １０.４６２ ９.４７１

１５年 １.１６１ ０.８６１ ０.０６２ ０.０７２ １６.０９７ １３.８６５

２０年 １.２２０ ０.８２０ ０.０４５ ０.０５５ ２２.０１９ １８.０４６

２５年 １.２８２ ０.７８０ ０.０３５ ０.０４５ ２８.２４３ ２２.０２３

３０年 １.３４８ ０.７４２ ０.０２９ ０.０３９ ３４.７８５ ２５.８０８

［係数早見表（年利２.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０２０ ０.９８０ １.０００ １.０２０ １.０００ ０.９８０

２年 １.０４０ ０.９６１ ０.４９５ ０.５１５ ２.０２０ １.９４２

３年 １.０６１ ０.９４２ ０.３２７ ０.３４７ ３.０６０ ２.８８４

４年 １.０８２ ０.９２４ ０.２４３ ０.２６３ ４.１２２ ３.８０８

５年 １.１０４ ０.９０６ ０.１９２ ０.２１２ ５.２０４ ４.７１３

６年 １.１２６ ０.８８８ ０.１５９ ０.１７９ ６.３０８ ５.６０１

７年 １.１４９ ０.８７１ ０.１３５ ０.１５５ ７.４３４ ６.４７２

８年 １.１７２ ０.８５３ ０.１１７ ０.１３７ ８.５８３ ７.３２５

９年 １.１９５ ０.８３７ ０.１０３ ０.１２３ ９.７５５ ８.１６２

１０年 １.２１９ ０.８２０ ０.０９１ ０.１１１ １０.９５０ ８.９８３

１５年 １.３４６ ０.７４３ ０.０５８ ０.０７８ １７.２９３ １２.８４９

２０年 １.４８６ ０.６７３ ０.０４１ ０.０６１ ２４.２９７ １６.３５１

２５年 １.６４１ ０.６１０ ０.０３１ ０.０５１ ３２.０３０ １９.５２３

３０年 １.８１１ ０.５５２ ０.０２５ ０.０４５ ４０.５６８ ２２.３９６
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［係数早見表（年利３.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０３０ ０.９７１ １.０００ １.０３０ １.０００ ０.９７１

２年 １.０６１ ０.９４３ ０.４９３ ０.５２３ ２.０３０ １.９１３

３年 １.０９３ ０.９１５ ０.３２４ ０.３５４ ３.０９１ ２.８２９

４年 １.１２６ ０.８８８ ０.２３９ ０.２６９ ４.１８４ ３.７１７

５年 １.１５９ ０.８６３ ０.１８８ ０.２１８ ５.３０９ ４.５８０

６年 １.１９４ ０.８３７ ０.１５５ ０.１８５ ６.４６８ ５.４１７

７年 １.２３０ ０.８１３ ０.１３１ ０.１６１ ７.６６２ ６.２３０

８年 １.２６７ ０.７８９ ０.１１２ ０.１４２ ８.８９２ ７.０２０

９年 １.３０５ ０.７６６ ０.０９８ ０.１２８ １０.１５９ ７.７８６

１０年 １.３４４ ０.７４４ ０.０８７ ０.１１７ １１.４６４ ８.５３０

１５年 １.５５８ ０.６４２ ０.０５４ ０.０８４ １８.５９９ １１.９３８

２０年 １.８０６ ０.５５４ ０.０３７ ０.０６７ ２６.８７０ １４.８７７

２５年 ２.０９４ ０.４７８ ０.０２７ ０.０５７ ３６.４５９ １７.４１３

３０年 ２.４２７ ０.４１２ ０.０２１ ０.０５１ ４７.５７５ １９.６００

※係数表に記載されている数値は正しいものとする。

問２５

　山田さんは、６６歳から１０年間、老後の生活資金の一部として、毎年年末に１２０万円を取り崩し

ていきたいと考えている。年利２.０％で複利運用した場合、１年目の初めにいくらの資金があればよ

いか。

問２６

　長谷川さんは、開業資金として、毎年年末に１００万円の積立てをすることにした。これを年利

１.０％で複利運用した場合、１０年後の合計額はいくらになるか。

問２７

　杉山さんは、住宅購入資金として３,０００万円を借り入れることを考えている。これを２０年間、

年利３.０％で毎年年末に元利均等返済をする場合、毎年の返済額はいくらになるか。



－24－２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.9.8)

【第９問】下記の（問２８）～（問３４）について解答しなさい。

＜設例＞

大津優介さんは、民間企業に勤務する会社員である。優介さんと妻の幸枝さんは、今後の資産形成

や家計の見直しなどについて、ＦＰで税理士でもある井上さんに相談をした。なお、下記のデータ

はいずれも平成２５年９月１日現在のものである。

［家族構成］

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考

大津　優介 本人 昭和５１年５月１１日 ３７歳 会社員（正社員）

　　　幸枝 妻 昭和５２年８月３０日 ３６歳 会社員（正社員）

　　　優也 長男 平成１７年７月１４日 　８歳 小学校２年生

　　　美幸 長女 平成２０年４月１２日 　５歳 保育園児

［収入金額（平成２４年）］

・ 優介さん：給与収入６００万円（手取り）。優介さんに給与収入以外の収入はない。

・ 幸枝さん：給与収入３００万円（手取り）。幸枝さんに給与収入以外の収入はない。

［自宅］

・ 賃貸マンション：家賃月額１２万円（管理費込み）

・ マイホームとして販売価格２,７００万円（うち消費税額８０万円）のマンションを購入する予

定である。

［金融資産（時価）］

・ 優介さん名義

銀行預金（普通預金）：３００万円

銀行預金（定期預金）：３００万円

ＭＲＦ　　　　　　 ：　５０万円

・ 幸枝さん名義

銀行預金（普通預金）：　５０万円

銀行預金（定期預金）：２００万円

［負債］

負債はない。

［保険］

・ 定期保険：保険金額３,０００万円、保険契約者は優介さん。

・ 学資保険：保険金額２００万円、保険契約者は優介さん。
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問２８

　優介さんは、ＭＲＦの商品性について理解を深めておきたいと思い、ＦＰの井上さんに質問をした。

ＭＲＦの商品性に関する次の記述の空欄（ア）～（エ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番

号のみを解答欄に記入しなさい。

・ 購入単位は（　ア　）以上１円単位。

・ 購入時および換金時には、手数料が（　イ　）。

・ 高格付けの債券のほか、ＣＤ、ＣＰなどの短期金融商品で運用する（　ウ　）である。

・ 収益分配金を（　エ　）計算し、月末に分配金に対する税金を差し引いて一括して再投資する。

＜語群＞

１．　１円　　　　　　　　　２．　１００円　　　　　　　　３．　１,０００円

４．かかる　　　　　　　　　５．かからない

６．追加型株式投資信託　　　７．単位型公社債投資信託　　　８．追加型公社債投資信託

９．毎日　　　　　　　　　　１０．月に２回　　　　　　　　１１．月に４回

問２９

　優介さんは、マンション取得時の住宅ローンとして、「フラット３５（買取型）」に関心がある。「フ

ラット３５（買取型）」に関する下表の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、そ

の番号のみを解答欄に記入しなさい。

借入額
１００万円以上（　ア　）円以下（１万円単位）で、建設費または購入価額（非住

宅部分に関するものを除く）の９０％以内

対象となる住宅

住宅金融支援機構が定めた技術基準に適合した住宅で、以下の床面積の住宅

・ 一戸建て住宅、連続建て住宅、重ね建て住宅の場合：（　イ　）以上

・ 共同住宅（マンションなど）の場合：３０ｍ
2
以上

借入金利 全期間固定金利であり、（　ウ　）時の金利が適用される

返済方法
元利均等返済または元金均等返済

※毎月返済だが、６ヵ月ごとのボーナス払い（借入金額の４０％以内）も併用可

＜語群＞

１．　６,０００万　　　２．　８,０００万　　　３．　９,０００万

４．　４０ｍ2 ５．　６０ｍ2 ６．　７０ｍ2

７．融資の申込み ８．物件検査申請 ９．資金の受取り
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問３０

　大津さん夫婦が購入する予定のマンションについて、販売価格のうち土地（敷地の共有持分）の価格

を計算しなさい。マンションの販売価格は＜設例＞のとおりとし、計算に際しての消費税の税率は５％

とする。なお、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、解答に当たっては、解答用紙

に記載されている単位に従うこと。

問３１

　優介さんと幸枝さんは、＜設例＞のマンション取得資金を下記＜資料＞のように夫婦共同で負担する

ことを検討している。この場合の税金の取扱いに関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な語

句または数値を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、持分を計算するうえ

で取得にかかった諸費用等は考慮しないものとする。また、贈与税が生じる場合には、下記＜資料＞に

記載のない他の資金から支払うものとする。

＜資料＞

優介さんの預金 ３００万円

幸枝さんの預金 １００万円
頭金

幸枝さんが平成２５年中に受ける叔母からの資金贈与

（これ以外に幸枝さんが平成２５年中に受ける贈与はない）
２００万円

優介さん名義 １,５００万円
住宅ローン

幸枝さん名義 ６００万円

合計 ２,７００万円

・ 取得資金の負担割合に応じて、優介さんの持分を（　ア　）、幸枝さんの持分を（　イ　）とす

る所有権の登記を行えば、優介さんと幸枝さんの間で贈与は生じない。

・ 幸枝さんが叔母から贈与を受けた資金について課税される贈与税は（　ウ　）円である。

＜贈与税の速算表（一部抜粋)＞

基礎控除後の課税価格 税率 控除額

２００万円 以下 １０％ －

２００万円 超 ３００万円 以下 １５％ 　１０万円

＜語群＞

１．　２分の１　　　２．　３分の１　　　３．　３分の２　　　４．　４分の１

５．　４分の３　　　６．　０　　　　　　７．　９万　　　　　８．　２０万
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問３２

　幸枝さんは、仮に優介さんが在職中の３７歳で死亡した場合の公的年金の遺族給付についてＦＰの井

上さんに相談をした。幸枝さんが６５歳になるまでに受給できる遺族年金に関する次の記述のうち、最

も適切なものはどれか。なお、優介さんは大学卒業後の２２歳から死亡時まで厚生年金保険に加入して

いるものとし、家族に障害者に該当する者はいないものとする。また、遺族給付の額の計算においては下

記＜資料＞の金額を使用することとし、記載以外の遺族給付の受給要件はすべて満たしているものとす

る。

＜資料＞

・ 遺族厚生年金の額　　　　　　 ：４９０,０００円

・ 中高齢寡婦加算額　　　　　　 ：５８９,９００円

・ 遺族基礎年金の額　　　　　　 ：７８６,５００円

・ 遺族基礎年金の子の加算額

第１子・第２子（１人当たり）：２２６,３００円

第３子以降（１人当たり）　 ：　７５,４００円

１．優介さんの死亡時点において、幸枝さんが受給できる遺族年金の額は「２,３１９,０００円」であ

る。

２．優也さんが１８歳に達した日以後の最初の３月３１日を終了すると、幸枝さんが受給できる遺族年

金の額は「１,６０２,７００円」に改定される。

３．美幸さんが１８歳に達した日以後の最初の３月３１日を終了すると、幸枝さんが受給できる遺族年

金の額は「１,０７９,９００円」に改定される。

４．幸枝さんが５５歳に達すると、幸枝さんが受給できる遺族年金の額は「４９０,０００円」に改定

される。
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問３３

　優介さんは、病気やケガで働けなくなったとき、健康保険からどのような給付が受けられるのかＦＰ

の井上さんに相談をした。井上さんが傷病手当金の概要について説明した下図の空欄（ア）～（ウ）に

あてはまる語句の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。なお、優介さんは全国健康保険協会管

掌健康保険（協会けんぽ）の被保険者である。

療養のため休業

※（　ア　）

療養のため休業

※（　ア　）

［傷病手当金の概要］

待期期間 傷病手当金支給　最長１年６ヵ月

「待期期間」の完成

▼

・ 給与の支給がないとき：

休業１日につき標準報酬日額の２／３相当額を支給

・ 給与の支給があるとき（傷病手当金の額を下回るとき）：

（　ウ　）

支
給
額

休業開始日

▼

（　イ　）３日間

１．（ア）自宅療養を除く　（イ）通算して　（ウ）差額を支給

２．（ア）自宅療養を含む　（イ）連続して　（ウ）差額を支給

３．（ア）自宅療養を含む　（イ）通算して　（ウ）支給されない

４．（ア）自宅療養を除く　（イ）連続して　（ウ）支給されない
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問３４

　幸枝さんの母の志田美代子さん（昭和２８年４月３日生まれ）の公的年金加入歴等が下記＜資料＞の

とおりである場合、美代子さんの老齢基礎年金の受給資格期間に算入される期間（合計月数）として、

正しいものはどれか。なお、美代子さんの夫（幸枝さんの父・昭和２６年４月９日生まれ）の志田陽一

さんは、大学卒業後から家業を継ぎ個人事業主として飲食業を営んでいたが（その間は国民年金の被保

険者）、平成１９年７月より株式会社ＴＭに勤務し厚生年金保険の被保険者となっている。

＜資料＞

［志田美代子さんの公的年金加入歴等］

４８年

４月
▼

（昭和）

２５年

４月
▼

５１年

４月
▼

５８年

４月
▼

１４年

４月
▼

（平成）

１９年

７月
▼

① ② ③ ④ ⑤

３６月 ８４月 ２２８月 ６３月 ６９月

▲
２０歳

▲
６０歳

▲

２３歳
（結婚）

① 厚生年金保険の被保険者期間　　　　 ：　３６月

② 国民年金の保険料未納期間　　　　　 ：　８４月

③ 国民年金の保険料納付済期間　　　　 ：２２８月

④ 国民年金の保険料免除期間（半額免除）：　６３月

⑤ 国民年金の第３号被保険者期間　　　 ：　６９月

※上記以外に保険料納付済期間はないものとする。

※合算対象期間は考慮しないものとする。

※④の半額免除期間については、免除以外の保険料を納付しているものとする。

１．　２２８月

２．　２９７月

３．　３３３月

４．　３９６月
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【第１０問】下記の（問３５）～（問４０）について解答しなさい。

＜設例＞

上場企業ＭＺ株式会社の会社員である大場隆志さんと妻の慶子さんは、今般、両親の相続や自分た

ちの老後のことなどに関して、ＦＰで税理士でもある米田さんに相談をした。なお、下記のデータ

はいずれも平成２５年９月１日現在のものである。

Ｉ．家族構成（同居家族）

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考

大場　隆志 本人 昭和３０年６月２９日 ５８歳 会社員

　　　慶子 妻 昭和３０年２月１７日 ５８歳 パート

　　　早紀 長女 昭和６１年４月１１日 ２７歳 会社員

　　　良樹 長男 平成　２年８月３０日 ２３歳 会社員

Ⅱ．大場家（隆志さんと慶子さん）の財務データ

＜資料１：保有財産（時価)＞ （単位：万円）

隆志 慶子

金融資産

預貯金等（外貨預金を含む）

株式

社債

２,２００

－

３００

７００

２００

－

生命保険（解約返戻金相当額） （各自計算） （各自計算）

不動産

土地（自宅敷地）

建物（自宅家屋）

２,８００

５００

－

－

その他（動産等） ２００ １００

＜資料２：負債残高＞

住宅ローン：５５０万円（債務者は隆志さん。団体信用生命保険付き）
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＜資料３：生命保険＞ （単位：万円）

保険種類
保険

契約者
被保険者

死亡保険金

受取人
保険金額

解約返戻金

相当額
保険期間

定期保険特約付

終身保険Ａ

終身部分 隆志 隆志 慶子 　 ３００ １３０ 終身

定期部分 隆志 隆志 慶子 ３,０００ － 平成３２年まで

終身保険Ｂ 隆志 隆志 慶子 　 ５００ ２７０ 終身

医療保険Ｃ 隆志 隆志 － － － 終身

注１：解約返戻金相当額は、現時点（平成２５年９月１日）で解約した場合の金額である。

注２：すべての契約において、契約者が保険料を負担している。

注３：契約者配当および契約者貸付はないものとする。

Ⅲ．その他

上記以外の情報については、各設問において特に指示のない限り一切考慮しないこと。

問３５

　ＦＰの米田さんは、まず現時点（平成２５年９月１日）における大場家（隆志さんと慶子さん）のバ

ランスシート分析を行うこととした。下表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。

＜大場家（隆志さんと慶子さん）のバランスシート＞ （単位：万円）

［資産］ ［負債］

住宅ローン ×××

負債合計 ×××

金融資産

預貯金等（外貨預金を含む）

株式

社債

生命保険（解約返戻金相当額）

不動産

　土地（自宅敷地）

　建物（自宅家屋）

その他（動産等）

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

［純資産］ （　ア　）

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ×××
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問３６

　隆志さんが保有する外貨預金の明細は下記＜資料＞のとおりである。この外貨預金の損益分岐点（円

ベースでの払込金額と満期時における円ベースでの元利金受取額が等しくなる為替レートのこと）に、

最も近いものはどれか。なお、実際に円転時に適用される為替レート（ＴＴＢレート）を解答すること。

＜資料＞

［外貨預金の明細］

預入金額：１００,０００豪ドル

預入期間：１年間

預金金利：年２.００％

預入時為替レート（ＴＴＭレート）：１００.００円

為替手数料（ＴＴＭレートとＴＴＳ・ＴＴＢレートの差）：各０.５０円

＜計算に際しての留意点＞

・ 利息に対する税金に関しては、計算の便宜上、外貨建ての利息額の２０％が所得税および住民

税として徴収されるものとする（復興特別所得税については考慮しないこと）。

・ 為替差益に対する税金については考慮しないこと。

・ 解答に当たっては、算出された為替レートの小数点以下第３位を切り上げること。

１．　９９.４２円

２．　９８.９２円

３．　９８.５３円

４．　９８.４３円
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問３７

　慶子さんは、将来、父親の宮本隆三さんに係る相続が発生した場合の相続税について、ＦＰの米田さ

んに質問をした。隆三さんの相続に関する米田さんの次の説明の空欄（ア）にあてはまる数値として、

正しいものはどれか。なお、隆三さんの課税遺産総額（課税価格の合計額から基礎控除額を差し引いた

後の金額）は９,０００万円であるものとする。また、相続を放棄した者はいないものとする。

＜宮本隆三さんの親族関係図＞

園子

純一 愛子

浩一慶子

早紀 良樹

俊子

麻紀子

隆三

隆志

（被相続人）

＜相続税の速算表＞

法定相続分に応ずる取得金額 税率 控除額

１,０００万円 以下 １０％ －

１,０００万円 超 ３,０００万円 以下 １５％ 　　 ５０万円

３,０００万円 超 ５,０００万円 以下 ２０％ 　 ２００万円

５,０００万円 超 １億円 以下 ３０％ 　 ７００万円

１億円 超 ３億円 以下 ４０％ １,７００万円

３億円 超 ５０％ ４,７００万円

「仮に現時点（平成２５年９月１日）で慶子さんの父親である隆三さんに係る相続が発生した場合

の相続税の総額（各相続人等の納付税額を計算する前の金額）は、（　ア　）万円です。」

１．　６１２.５

２．　１,１５０

３．　１,２２５

４．　２,０００
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問３８

　隆志さんには、平成２７年にＭＺ株式会社から退職一時金２,４００万円が支払われる予定である。

隆志さんの退職所得の金額の計算に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）に入る適切な数値を語群の中か

ら選び、解答欄に記入しなさい。なお、退職時における隆志さんの勤続年数は３７年３ヵ月であり、障

害者になったことに基因する退職ではない。

隆志さんの所得税および住民税の計算上、退職所得控除額は（　ア　）万円、退職所得の金額は

（　イ　）万円である。

＜語群＞

１７０　　　２０５　　　３４０　　　１,５２０　　　１,９９０　　　２,０６０
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問３９

　隆志さんは６０歳で定年を迎えるが、引き続き今の会社の再雇用制度を利用して６５歳になるまで働

く予定である。その場合は厚生年金保険に加入するので、隆志さんは６０歳台前半の老齢厚生年金が受

給できるのかどうかＦＰの米田さんに質問をした。米田さんが下記＜資料＞を基に計算した在職老齢年

金の支給額（月額）として、正しいものはどれか。

＜資料＞

［隆志さんに関するデータ］

・ ６０歳以降の給与（標準報酬月額）：２２万円

・ ６０歳以降の賞与（標準賞与額） ：年２回の支給で合計６０万円

・ 年金月額（基本月額）：１２万円

・ 雇用保険の高年齢雇用継続給付は受けないものとする。

［総報酬月額相当額の計算］

総報酬月額相当額＝標準報酬月額＋（直近１年間の標準賞与額の合計÷１２）

［６０歳台前半の在職老齢年金の支給停止額の計算］

・
 

「総報酬月額相当額＋基本月額」が２８万円以下の場合

支給停止されない（全額支給）。

・
 

「総報酬月額相当額＋基本月額」が２８万円を超える場合

下表の区分に応じ算出した額が支給停止される。

基本月額 総報酬月額相当額 支給停止額

４６万円以下 （総報酬月額相当額＋基本月額－２８万円）×１／２

２８万円以下
４６万円超

（４６万円＋基本月額－２８万円）×１／２

＋（総報酬月額相当額－４６万円）

４６万円以下 総報酬月額相当額×１／２
２８万円超

４６万円超 ４６万円×１／２＋（総報酬月額相当額－４６万円）

１．　９０,０００円

２．　７７,５００円

３．　６５,０００円

４．　３０,０００円
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問４０

　隆志さんは現在、全国健康保険協会管掌健康保険（以下「協会けんぽ」という）の被保険者であるが、

退職後の公的医療保険について確認したいと思い、ＦＰの米田さんに質問をした。協会けんぽの任意継

続被保険者に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番号の

みを解答欄に記入しなさい。なお、慶子さんは隆志さんの被扶養者であり、２人の扶養関係は今後も変

わらないものとする。

・ 健康保険では、一定の要件に該当する場合、資格喪失後も引き続き（　ア　）は健康保険の被

保険者になることができる。これを任意継続被保険者という。

・ 協会けんぽの任意継続被保険者の保険料は、「資格喪失時の標準報酬月額」または「協会けんぽ

における全被保険者の標準報酬月額の平均額」の（　イ　）を基に算出され、その全額が自己

負担となる。仮に、隆志さんが定年後再就職をせず、所定の期間内に申出をして任意継続被保

険者になった場合、慶子さんは引き続き被扶養者になることが（　ウ　）。

＜語群＞

１．　１年間　　　　　　　　　　　２．　１年６ヵ月間　　　　　３．　２年間

４．いずれか少ない方の額　　　　　５．いずれか多い方の額

６．できる（保険料加算なし）　　　７．できる（保険料加算あり）

８．できない


